
第3次 豊田市子ども総合計画 策定について

• 基本理念「子ども・親・地域が育ち合う子どもたちの笑顔が輝くまち豊田」を継承
→子ども、親、地域など、様々な主体が互いに助け支え合いながら「育ち合う」関係を構築する中で、
子どもにやさしいまちづくりを推進

• 子どもや支援を必要とする人の視点に立ち、子どもの権利保障、子育て支援、家庭教育、自立支援
が必要な青少年、子どもの貧困など、子どもの健やかな育ちと子育てを社会全体で支援する環境整備と
青少年の支援体制を検討し、施策の展開を図る。

３ 基本理念・基本的な視点（案）

●第1次計画（2010～14）

（１）安心して子どもを生み育てられる環境の充実
→相談体制・支援サービスの充実 など

（２）必要な幼児教育・保育を受けられる環境の整備
→保育需要への対応、少子化対策 など

（３）地域による次世代人材の育成の促進
→地域における子どもの居場所づくりの推進 など

（４）子どもの権利保障と子どもの貧困対策
→特別なニーズのある子ども・家庭への支援 など

４ 重点取組項目（案）

資料２

１ 子ども総合計画の経緯

●子どもスマイルプラン
（20０5～14）

子どもにやさしいまちづくり推進会議
（諮問・答申）

検討部会
・（仮）子どもの貧困対策検討部会

事務局（次世代育成課） 市
民

庁内検討会議
福祉部・保健部・教育委員会・子ども部

市民意向調査
関係団体ヒアリング
パブリックコメント

子ども会議

関係各課
部長会議

基本理念「子ども・親・地域が育ち合う
子どもたちの笑顔が輝くまち豊田」

●第2次計画（2015～19）

基本理念「子ども・親・地域が育ち合う
子どもたちの笑顔が輝くまち豊田」
・安心して産み育てられる支援体制の充実
・すべての子どもが必要な幼児教育と保育
を受けられる環境づくり
・子どもの権利の保障と青少年の健全育成
・地域ぐるみによる子育て社会の創造

・子どもの権利の総合的保障
・子ども・青少年が「主体性」を育みながら
育つ「子育ち」支援
・「自立」と「共助」のもとでの「親育ち」支援
・多様なニーズを持つ子どもと子育て家庭へ
のきめ細やかな支援
・「人づくり」からはじめる市民主体の「子ども
にやさしいまちづくり」

●子ども条例（2007）
・子ども・子育て支援新制度（2015）

●子ども貧困対策推進法（2014）

●子ども・子育て関連３法

・子どもの貧困対策に関する大綱（2014）
・県「子どもが輝く未来へのロードマップ」（2018）

●児童福祉法改正（2016）
・子どもにやさしいまちづくり推進会議
・子ども会議
・子どもの権利救済機関 など

基本理念「子ども・親・地域
が育ち合う 子どもたちの
笑顔が輝くまち豊田」
・出生から自立までのライ
フステージに応じた「子育
ち」支援
・妊娠期から子育て期を通
じた「親育ち」支援
・すべての子育て家庭に対
する利用者本位のきめ細
かな支援
・多様な主体の参画による
「地域づくり」を通じた次世
代育成～「互助」の再生強化
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第8次総合計画
（2017～24）

・第３次教育行政計画（2018～22）
・第３次男女共同参画プラン（2015～19）
・地域福祉計画、地域福祉活動計画 等

上位計画 関連計画

子ども条例に基づく「子ども総合計画」

子ども・子育て支援法に基づく「市町村子ども・子育て支援事業計画」

整合
整合

次世代育成支援対策推進法に基づく「市町村行動計画」

子ども・若者育成支援推進法に基づく「市町村子ども・若者計画」

母子保健計画策定指針に基づく「母子保健計画」

母子及び父子並びに寡婦福祉法に基づく「母子家庭等及び寡婦自立促進計画」

妊娠・出産期 乳幼児期 児童期 思春期 青少年期
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2018 2019

12月 議案上程
諮問・意向調査・計画骨子策定 事業立案・パブコメ・答申

５月 11月 2月 5月 7月 11月

意向調査
関係団体ヒアリング

図書・配布・周知

子どもにやさしいまちづくり推進会議

子ども会議（随時）

２ 第3次計画（2020～24）の位置づけ

６ 策定スケジュール（案）

５ 策定体制（案）


